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九州大学 アジア・オセアニア研究教育機構   ブラウンバッグセミナー

登録はこちら

2050 年までにカーボンニュートラルを実現する
ためには、燃焼時に CO2 を排出しないカーボン
フリー燃料の燃焼技術の開発が重要です。この燃
料の候補の一つがアンモニアです。現在、アンモ
ニアは主に肥料や化学製品の原料として利用され
ていますが、燃料としても利用可能です。しかし、
アンモニアは非常に燃えにくいため、燃焼技術で
の利用は困難です。さらに、アンモニアの燃焼は、
健康や環境に有害な窒素酸化物（NOx）を大量に
生成する可能性があります。
私の研究が、カーボンニュートラル社会の実現に
向けたアンモニア燃焼技術の開発にどのように貢
献しているかを紹介します。
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母国ナイジェリアで工学学士号を取得し、

2010 年 4 月に文部科学省奨学生として来

日。2015 年 9 月に工学博士号を取得し、

東北大学流体科学研究所に研究員として着

任。その後、2019 年 4 月に産業技術総合

研究所に転職。2022 年 1 月に准教授とし

て九州大学に戻り、産総研の客員研究員を

兼務。研究テーマは水素やアンモニアなど

カーボンフリー燃料の燃焼。アンモニア燃

焼に関する研究により、2021 年燃焼学会

アジア太平洋支部若手研究者賞、2019 年、

2020 年、2023 年日本燃焼学会論文賞、

2021 年日本燃焼学会研究奨励賞などを受

賞。研究・教育の傍ら、留学生の福祉に関

心を持ち、2011 年から 2013 年まで九州

大 学 留 学 生 会（KUFSA）文 化 部 会 長、

2013 年から 2014 年まで九州大学国際化

学生委員会（SCiKyu）学生委員長、2022

年から九州大学アフリカ協会（ASKU）保

護者を務める。
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